
ー

は
じ
め
に

(
1)
 

記
録
体
の
文
体
的
特
徴
の
―
つ
に
形
式
名
詞
の
用
法
が
あ
る。
用
字
法
と
し

て
中
国
本
来
の
漠
文
に
み
え
ず、

和
文
体
に
も
み
え
な
い
形
式
名
詞
が
多
数
存

在
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
既
に
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ、

さ
ら
に

発
展
し
て
和
洩
混
涌
文
体
に
お
け
る
変
体
漠
文
の
影
鰐、

彫
式
名
詞
の
用
字
法

(

2

)
 

等
が
議
論
さ
れ
て
い
る。
し
か
し
な
お
将
来
の
調
査
と
考
察
と
に
委
ね
ら
れ
た

問
題
点
は
多
い
。
ま
ず
個
々
の
形
式
名
詞
の
も
つ
意
味
・
用
法
上
の
特
徴、

史

的
変
遷
の
様
相、

成
立
過
程
と
そ
の
時
期、

中
国
文
献
と
の
関
連、

そ
し
て
そ

n

シ

の
機
能
等、

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
さ
て、

本
稿
で
は
形
式
名
詞
「
由」
を

と
り
あ
げ
て、

そ
の
意
味
と
用
法
と
を
分
析
し、

さ
ら
に
成
立
過
程
を
考
え
て

(

3

)
 

み
る
。
「
由」
に
つ
い
て
は
既
に
山
口
佳
紀
氏
の
御
論
考
が
あ
る
。

氏
の
御
論
は

今
昔
物
語
集
を
中
心
に
し
た
も
の
で、

記
録
体
の
「
由」
に
も
言
及
は
あ
る
が

論
じ
残
さ
れ
た
点
が
多
い（）

記
録
体
の
「
由
」

字

今
昔
の
「
由」
の
用
法
に
つ
い
て、

山
口
佳
紀
氏
は、

①
「
活
用
語
＋
由」、

記
録
体
に
お
け
る
形
式
名
詞
「

由
」

②
「
体
言
＋
ノ
由」、

③
「
此
ノ
由」
（
其
ノ
由）」‘

④
「
事
ノ
由」、

⑤
「
由

元
シ
」、

⑥
「
由
元
シ
事」
の
六
種
に
分
類
し、

①
②
③
を
形
式
体
言
と
し
た。

こ
の
分
類
原
理
を
記
録
体
の
「
由」
に
あ
て
は
め
よ
う
と
す
る
と、

訓
点
の
施

さ
れ
て
い
な
い
大
部
分
の
記
録
体
資
料
で
は
①
②
の
弁
別
が
困
難
あ
る
い
は
不

可
能
で
あ
る
。
ま
た、

形
式
名
詞
用
法
内
部
で
の
意
味
分
類
を
試
み
る
必
要
が

あ
ろ
う
し、

記
録
体
の
場
合
に
は
漢
文
表
記
に
お
け
る
「
由」

字
の
用
法
全
体

を
視
野
に
入
れ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う。
こ
こ
で
は、

氏
と
は
別
に
次
の
抽
準
に

よ
る
分
類
を
試
み
た。
（
表
I
参
照）

(
I)
形
式
名
詞
（
ヨ
シ
）

®
原
因
・
理
由
の
意
味
を
も
つ
も
の

®
内
容
・
趣
旨
の
意
味
を
も
つ
も
の

(
Il)
名
詞

盆
造
語
成
分）

®
「
事
由」
（
コ
ト
ノ
ヨ
シ
）

®
「
無
由」
（
ヨ
シ
ナ
シ
）

(

m

)

動
詞
（
ヨ
ル
）

小

J 11 

栄
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形
式
名
詞
「
由」
の
意
味
と
用
法

ま
ず、
形
式
名
詞
の
「
由」
の
意
味
に、
⑧
原
因・
理
由
と
⑮
内
容・
趣
旨

と
の
二
つ
が
あ
る
こ
と
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う。
®
の
例
を
示
す。

0
文
時
所加
作
呪
願
文
十
九
年
由、

号
愉
函空
依＞
異
令
加
翌
其
訓一
之
処、
自――

即
位
年
1

可＞
計1一
在
位
之
数一
也、
（
村
上
天
皇
御
記・
康
保
元・
ニ
・
ニ
三）

0
大
閤
下
仰
云、
不
后7巳
入
応二
之
由、

徊
消
息
再
三
示
来、

而
光
臨
之
訓
如

何、
惟
扶
朝
臣
申
云、
大
臣
宣、
所后
煩
只
今
頗
平、
仰
参
入
者、
（
九
条
殴

記・
承
平
六・
正
•
四）

（マ
、）

〇
又
臀
仰
云、
去
月
晦
間
御
足

留
非二
尋
常一

召一
陰
陽
師ー
可＞
令二
占
申一

又
召二
医
蓼
可レ
令レ
問孟一
其
訓（
又
可久
令レ
奉I
仕
御
祈一
者、
（
小
右
記
・
天

元
五
・
ニ
・
四）

求
イ

ッ
て

ヒ

ツ

に

メ

（
ス
ル）
こ
と

ノ

ッ

レ
ハ

ル

フ

〇
的
代
I

々
国
I

宰
詞
更
責
徴一

其
由
何
者
或
負
I

名
死
I

去
及二
四
I

五
I

に

ル

は

ジ
テ

(4)

十
1

年
或
負
名
逃
蔽

已
数
I

千
余
I

人
也
（
尾
張
国
解
文
八
条）

ス
ル
コ
ト

ー

ヲ

ッ

ト

ク
ソ
ッ

、

9

ス

ト

シ
イ
カ
ソ
ト
ナ
ラ
ハ

ク

キ
ク
カ

0
如
閻
国（
入）
司（
去）
者、
無
道
為
宗｛
郡
司
者、
正
l

理
為ニ
カ
谷〖
由
何
者、

リ

(

5
)

（マ
A
)

ッ
ハ

ク

コ
ソ
七
ス
ツ
ニ

ニ

郡
司
武
芝
年
来
條ー
勤

公
務→
芦
旦
登ー
無
謗→
（
楊
守＇
敬
旧
蔵
本
将
門

カ
ク
n
ソ
ス
ル
ニ

記・
複
製
本
三
0
ぺ）

右
の
例
が
原
因、
理
由、
由
来、
い
わ
れ
等
の
意
味
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
は
異

論
は
な
か
ろ
う。
山
口
佳
紀
氏
は
今
昔
物
語
集
に
こ
の
意
味
の
「
由」
が
一
例

あ
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
て
い
る。
記
録
体
に
は
こ
の
よ
う
に
少
な
か
ら
ず
み
え

る
が、
⑥
内
容・
趣
旨
の
「
由」
と
の
用
例
数
の
比
率
を
み
る
と
か
な
り
低

、

。読
み
に
つ
い
て
は、
右
に
掲
げ
た
楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記、
真
福
寺
本
尾
張

国
解
文
に
お
け
る
加
点
例
よ
り
ヨ

シ
で
あ
る
こ
と
が
証
さ
れ
る。
た
だ
し、
高

山
寺
本
古
往
来（
院
政
期
書
写
点）
に
同
じ
く
こ
の
意
味
の
「
由」
に
ユ
ヱ
（
ユ

へ
）
と
い
う
加
点
が
あ
る。

a
リ
サ
ズ
ル
ナ
ッ
ノ
コ
ロ
ホ
と

『1
工
9
卜
u
（
テ

ヘ
"‘

0
但
笛
従
去
夏
比、
其
声
劣

侍、
其
由
者
(-
四
二
行）

色
葉
字
類
抄
に
も、
ヨ

シ、
ユ
ヱ
（
ユ
ヘ
）
の
両
訓
が
み
え
る。

イ
ウ由

ヨ

シ
（
ヨ

シ
に
上・
上
の
声
点、
由
に
合
点）
（
前
田
本
上
ヨ

辞
字）

嘉
翫
反
由
以
致
已
上
同
（
故、
由
に
合
点）

（
前
田
本
下
ユ
辞
字）

こ
の
意
味
の
場
合
に
は
ヨ
シ、
ユ
ヱ
の
両
方
の
読
み
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る。

次
に、
®
内
容・
趣
旨
の
意
味
の
「
由」
は、
（
人
間
の
発
し
た）

言
語、

（
人
間
の）
思
惟・
知
覚、

記
録・
文
書、

規
約・
法
令、
そ
の
他
の
表
現
に

関
係
し
て、
そ
の
（
概
括
的
な）
内
容
と
か
趣
旨
と
か
を
あ
ら
わ
す
語
句
を
う

け
て
そ
れ
を
体
言
化
し、
右
の
表
現
の
語
句
を
修
飾
（
連
用、
連
体
と
も
に
あ

る
が、
数
は
連
用
の
場
合
が
圧
倒
的
に
多
い）
す
る。
「
由」
の
も
つ
実
質
的

な
意
味
は
全
く
稀
薄
で、
単
に
形
式
的
な
「
こ
と、
む
ね」
等
の
意
味
し
か
も

っ
て
い
な
い。
そ
の
機
能
は
主
に
文
法
面
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
て
い
る。
佐
久

間
鼎
博
士
は
形
式
語
（
吸
着
語）
の
文
法
的
機
能
と
し
て
準
用
機
能
（
品
詞
の

資
格
付
与）
を
重
視
し、
形
式
名
詞
（
名
詞
的
な
吸
着
語）
は
「
主
と
し
て
体

言
の
資
格
を
与
へ
る」
も
の
と
し
て
お
ら
れ
る
（『
現
代
日
本
語
法
の
研
究』

四
0
八
ぺ
）。
形
式
名
詞
「
由」
は
博
士
の
述
べ
る
準
用
機
能
が
典
型
的
に
成

り
立
っ
て
い
る。

日
人
間
の
言
語
の
内
容
趣
旨
を
あ
ら
わ
す
語
句
を
う
け
る
も
の
（
表
rr
)

「
由」
は
人
間
の
発
し
た
こ
と
ば
に
関
連
す
る
も
の
が
最
も
多
い。
た
だ
そ

の
中
に
は
奏
上、
風
聞、
命
令、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
場
合
が
あ
る。

0
大
原
野
使
右
近
将
監
藤
原
定
行、
令ーー
内
侍
玉
苓
向二
祭
所
1

由主
云
々
（
醍
醐

天
皇
御
記・
延
喜
八・
ニ
・
ニ）

0
中
御
門
末
有ーー
炎
火
事
f

検
非
違
使
等
則-i
其
剌
i

（
貞
信
公
記
抄・
延
長
四・
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ニ
・
一
六）

0
余
即
障
囲
不＞
見二
事
畢
尋
罷
出、
（
小
右
記
・
永
延
元・
正
・
一
五）

〇
警
東
宮一

劉ー
権
大
夫
疫
血｛
（
御
堂
関
白
記
・
寛
弘
四・
正
・
ニ
九）

房
舎

0
日
者
彼
寺
大
衆
引二
率
数
千
之
軍
兵｛
焼
孟口
岳
之
面『、
已
布
乱
甜叩「（
水
左

記
・
承
暦
五
・
八•
一
）

ヮ
ッ

カ
ニ

テ

ノ

，

テ

ニ

0
手
時
入JI
良
兼、
依
宜
因
縁
到コ
着
於
常
陸
国＿
也、
将
門、
僅

闘
此
訓
1

ュ

イ
テ
ウ
ク
，
t

ト

亦
欲
証
伐＿
（
楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
・
複
製
本―
ニ
ペ
）

（
征
）
ゥ
ラ
ミ
ム
ト

ハ

テ

ッ
ワ
シ
ミ

カ

0
若
払
有
石ハ
會
之
訓＝＿
蜘
剌
定
如
惜
申＿
（
高
山
寺
本
古
往
来・
ニ
三
六
行）

〇
召
蔵
人
俊
連一

側＿
陪
膳
闊
怠
之
人
可＞
勘
之
訓｛
（
貞
信
公
記
抄．
承
平
ニ・

ニ
・
一
七）

こ
の
場
合
は
「
言
ふ」
「
間
く」
と
い
う
類
の
伝
逹
関
係
の
動
詞、
複
合
動
詞、

マ

ウ
ス

そ
の
他
の
語
句
（「
有二
其
聞＿
」
な
ど）
と
関
連
す
る。
例
の
多
い
も
の
は
申、

キ
r—
ユ

ウ
ケ

ク
マ
ハ

ル

キ
ク

（
卜
）
ウ
ソ

ウ
ン

ソ

ウ
モ
ソ
ス

ケ
イ
ス

仰、
奏、
告、
承、

聞、

云
、々

答、
奏
皿、
啓
（
読
み
は
色
葉
字
類
抄

そ
の
他
に
よ
る）
等
で
あ
る
が、
こ
の
う
ち
敬
語
の
動
詞、
つ
ま
り
話
手
と
間

手
と
の
身
分・
地
位
が
対
等
で
な
く
上
下
の
あ
る
動
詞
（
申、
仰、
奏、
承、

奏
聞、
啓、

等）
の
多
い
の
が
目
立
つ。
調
査
籠
即
内
で
総
語
数
八
六
·
O
％、

異
な
り
語
数
六
八
・
六
％
と
か
な
り
の
高
率
で
あ
る。
こ
の
解
釈
は
し
ば
ら
く

保
留
す
る
が、
注
目
し
て
よ
い
事
実
で
あ
る。
（
表
m)

口
思
惟、
知
覚、
意
志、
感
情
等、
心
理
的
活
動
の
内
容、

対
象
と
な
る
事

柄、
事
実
を
う
け
る
も
の

〇
伯
今
日
可
励
仕一
之
由
存
息
給
之
処、

余
乱．．

屈疇也、

仰
不＞
能二
参
上―

之
由
令＞
奏
了、
（
水
左
記
・
承
麿
四．
―
ニ
・
一
四）

0
但
罷
過
之
間
番＞
箭
抜＞
刀
之
者
有
二
両
五
竺
賠
夜
函
翌
小＞
知二
其
人＿
云
、々

星
此
事
恥
砂
有ーー
闘
乱
己
芸
（
権
記・
長
保
元・
―
ニ
・
一
）

0
遣
五
近
官
人一
令
恥
翌
中
重
装
束
了
不
之
訓
f

申
云、
装
束
已
了
（
九
条
殿

記・
天
麿
元・
―
ニ
・
一
六）

0
左
近
将
監
荘

時、
戸、

得
責
骨一
之
訓、
人
々
被＞
即‘
（
台
記・
康
治
元・

―
―
・
ニ
0)

0
大
納
言
令＞
申
云、
昨
闊二
公
事ー
式
部
省
可
畠
墜
勘手
竺
之
訓‘
側
□
別
型
者

（
貞
信
公
記
抄・
天
脱
元・
四・
一
四）

ニ

ク

〇
詭
常
嘆
息
子
扶
隆
繁
等
為
将
門
l

被
害一
之
由
l

（
真
福
寺
本
将
門
記・
複
製
本

四
ぺ
）

国
記
録、
文
書、
消
息
の
内
容
で
あ
る
事
柄、
事
実
あ
る
い
は
趣
旨
を
あ
ら
わ

す
語
句
を
う
け
る
も
の

0
件
事、
或
無二
五
位ー
可
届
空
六
位｛
然
而
延
喜
御
時、

無二
五
位一
之
時
可＞

屈
四
位一
之
訓‘
見
二
闘
喪
（
権
記・
長
保
元·
1
0·
ニ
―
)

ニ

カ

ル

七
ッ

カ
イ

ヒ
ハ

ヒ
カ
ス
人
，9

！
し
〉--
12
ッ
テ

0
長
良
兼
誡二
殺

損
及
奪
掠一
人
物
之
由
具
注ーー
下
総
国
之
解
文→
言コ
上
於

官
都一
（
楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
・
複
製
本
四
九。へ
）

0
中
云、
日
本
紀
初下
聖
武
天
皇
造1一
新
薬
師
仏
像一
之
訓ふ
不
畠
翌
具
訓｛
（
村

上
天
皇
御
記・
応
和
ニ
・
―
ニ
・
ニ
九）

0
早
朝、
予、
夜
前
令
5

渡
給
事
ヲ
脱
之
由
の
消
息
ヲ
盆
翌
大
宮
大
夫
許一
（
台

記・
保
延
ニ
・
―
ニ
・
五）ラ

ル

ノ

シ

"‘

〇
肋
可
捕
塁
之
剌
籾
躙‘
送
於
下
総
国
井
打
門―（
真
福
寺
本
将
門
記・
複
製

本
二
九
ぺ
）

ッ
テ

ノ

シ

ル

，

〇
而
不
承
引
可
合
戦一
之
剌
示
送
如
訓―
（
同
右

三
0
ぺ
）

フ

シ
テ
ソ

ウ

カ

ッ
ツ
メ
シ

ル

ワ

（
而
国
不二
承ー
引ー
合
戦
之
由
示ー
送
返
事―

〈
楊
守
敬
本
四
〇
ぺ
〉）

右
三
例
は、
「
由」
が
連
体
修
飾
す
る
例
て
あ
る。
連
体
格
助
詞
「
ノ」
を
伴

っ
て
い
る。
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詞
規
約・
法
令
等
の
内
容、
趣
旨
を
あ
ら
わ
す
語
句
を
う
け
る
も
の

0
内
裏
仰
云、
去
八
日
依
籐
賑
寮
勘
申
i

以ーー
十
三
旦
可
と
を
荷
前
事一
之
訓

定
了
也
（
九
条
殿
記
・
天
麿
四・
―
ニ
・
―
二）

〇
又
五
位
以
上
不
后
竺
畿
外
コ
る
国‘
法
条
所＞
制
也、
（
権
記
・
長
徳
四・
一

ニ
・
一
四）

〇
仰
其
賞
申
二
加
麟
事、
三
度
可＞
令＞
申二
大
殿一
之
剌
絢
剌
畢、
（
台
記一
・

保
延
ニ
・
―
―
•
六）

は

て

な

て

ノ

ー
汝

に
ッ
ラ
ッ
メ
ッ

欲

欺

を

〇
望
I

請
蒙二
天ー
裁
蜘
竺
停
l

止
此ー
由一
将
知

貪
l

利
之
甚
1

突
（
尾
張
国
解

文一
五
条）

国
そ
の
他、
人
間
の
行
為、
活
動
に
お
い
て
そ
の
内
容、
対
象
を
あ
ら
わ
す
も

の
0
上
卿
召
外
記一
仰
云、
可＞
広古
御
ト一
之
国
加ー
内
侍一
者、
（
九
暦
殿
記・
承

平
五
・
―
二
·
1
0)

ッ
テ

フ

ト
ハ

フ

テ
シ
ム

ー
レ

ト
、
ム
ヤ
ウ
フ
ャ
ッ

ヒ
9
イ
ナ
ヤ
ノ

，

〇
辰
刻
使三
蔵
人
文
利
問二
中
宮一
兼
令
恥
炉
止二

産
旋ー

否
之
由上（
村
上
天
皇

ツ
ム

御
記・
康
保
元・
四・
ニ
―
‘
訓
点
は
東
松
本
大
鏡
裏
書
の
も
の）

ク
ク
ッ
テ

ノ

フ

フ

レ
ム
ト
け
い
に
ヮ

ノ

〇
弥
授

丁
寧
誠
函
尉
被―――
祈
i

l

成
就
之
訓―
（
高
山
寺
本
古
往
来・
ニ
九
三
行）

ム
サ
ッ
ノ
コ
ノ
カ・ヽ
ヽ
ヲ
キ
ロ
ノ
オ
ホ
キ・・ヽ

ノ
ツ・
不
モ
ト

ア
ッ
ク
チ
ノ
n
ワ
ノ
ッ
カ
サ
ハ

タ
イ

ノ
ク
ケ
ッ
＾
ト
ト
モ
ニ

0
武
蔵
権
守
興
世
王

介
源
経
孤
与
足
立
郡

司
判
官
代
武
蔵
武
芝一

共
各

ア
ラ
ソ
フ

側
[
不
治
之
酬一
（
楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
●
複
製
本
三
O
ぺ
）

0
愛
大
弐
井
成
季
等
誅
孟収
親
任一
凡
合
戦
之
間
殺
害
人
多
之
訓、
近
日
即
躙‘

（
水
左
記
・
永
暦
四・
五
·
六）

四

形
式
名
詞
以
外
の
「
由」

字

(6)
 

「
事
由」
（
コ
ト
ノ
ヨ
シ）
の
用
法
上
の
特
色
は
構
文
上
何
ら
か
の
動
詞
の
連

用
修
飾
語
（
目
的
語）
と
な
る
こ
と
で
あ
る。
そ
の
動
詞
は
「
言
ふ」
「
間
く」

に
類
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
て、
特
に、
奏、
申
の
二
語
か
多
く
仰、
啓、
奏

闘
等
が
こ
れ
に
次
ぐ。
こ
れ
は
形
式
名
詞
「
由」
の
場
合
と
同
様
の
傾
向
で
あ

る。
（
表
w)

ス
ナ
ハ
チ

シ
テ
ク

テ
イ
ニ

ニ
ソ
ウ
ス

ノ

b·

0
便

警
公
庭＿一
具
奏
事
由ー
（
楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
・
ニ
ペ
）

ラ
ク

ッ

キ
ソ
ハ

ノ

エ
ノ

ツ

ノ

ワ

キ
ノ

〇
墾
先
如一

命
聞
申二
事
由
於
非
違
別
当
殿―
（
高
山
寺
本
古
往
来
八
八
行）

ヘ

シ

0
星
邦
基
朝
臣
於
右
大
臣
第一
仰二
事
由ー
（
醍
醐
天
皇
御
記
・
延
喜
一
七
・

一
・
ニ
ニ）

ニ

ケ
イ
セ
ム
カ

ノ

ヲ

〇
為一
哉
竺

事
由
砿
午
文
進ー
上
（
和
泉
往
来
七
月
往）

申

〇
御
長
引
由｛

奏
副
事
由一
（
御
堂
関
白
記
・
長
保
ニ
・
正
・
七）

「
無
由」
（
ヨ
シ
ナ
シ）
は
記
録
体
で
は
あ
ま
り
例
は
多
く
な
い。
次
の
よ
う

な
例
が
管
見
に
入
っ
た。

0
今
臣
年
来
編ー
病
病（
無＞
由二
出
仕一
（
九
暦
抄・
天
暦
三
・
正
・
ニ
L)

0
行
幸
経
営
之
比、
錮
□
翌
奏
聞一
（
権
記
・
長
徳
元·
1
0
〈―
二
欺〉
・
ニ

四）
0
妥
将
門
欲
罷
不
能＿
擬
進
五
間
竺
（
真
福
寺
本
将
門
記
・
一
ぺ
）

右
三
例
は
い
ず
れ
も、
「
方
法
が
な
い、
不
可
能
で
あ
る」
と
い
っ
た
意
味
で

あ
る。

〇
命
云、
小
舎
人
所＞
申
雖＞
不＞
可＞
疑、
諸
司
下
部
無＞
由
不＞
可＞
抜＞
刀
（
権

記
・
長
保
元・
七
・
三）

「
大
し
た
理
由
も
な
く、
む
や
み
に」
と
い
っ
た
意
味。

0
右
方
人
於
二
本
御
書
厨
令二
内
累
云
、々
極
銅
詞
事
也、
（
小
右
記
・
永

延
ニ
・
八・
ニ
―
)

「
無
意
味
な、
取
る
に
足
り
な
い」
と
い
っ
た
意
味。

ヨ
シ
ナ
シ
は
ほ
と
ん
ど
一
語
に
熟
合
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る。
誕
み
は
前
田
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本
色
葉
字
類
抄
に

元
由
ョ
ジ
ナ
シ
（
上
ョ
畳
字）

と
あ
っ
て
確
認
で
き、
ま
た
当
時
の
和
文
文
学
作
品
に
も
「
よ
し
な
し」
の
例

は
多
い。
た
だ
次
の
例
は
い
さ
さ
か
問
題
に
はー
る。

の

1一

シ

ス
ル

キ

ヘ

な

〇
守
元ー
命
朝
I

臣
正！
税
利ー
稲
外
率
徴
無＞
由
稲ー
事
（
尾
張
国
解
文
四
条）

（

エ
）

「
由」
字
に
「
へ
」
と
い
う
送
り
仮
名
が
あ
る
の
で、
「（
ユ
）
へ
（
ナ）
キ」

と
読
む
の
で
あ
ろ
う。
た
だ
こ
の
例
の
場
合、
「
由]
は
ス
税
と
し
て
の）
正

当
さ、
根
拠」
の
意
味
で
あ
っ
て、
こ
の
「
無
由」
は一
語
に
熱
合
し
て
い
る

ヨ
シ
ナ
シ
と
は
別
と
見
る
べ
き
で
あ
る。

「
由」
に
は
右
の
ほ
か
に
動
詞
「
ヨ
ル
」
（
原
因、
理
由、
由
来
の
意
味）
を

表
記
し
た
例
が
あ
る。

0
参
面
諏
涵
五J
(

訓
一姐一
宮
徊
態一
也、
（
貞
信
公
記
沙・
延
喜一
0•
四・

―

-

)
 

0
大
内
御
修
法
於二
山
御
顧
砕王
始＞
行、
（
略）
但
御
修
法
七
日
也、
訓二
犬
変一

可二
慎
給一
也、
（
同
右
・
天
疫
ニ
・
六・
一
三）

ロ
ル
ウ

ッ
ャ
ウ

ニ

r一
ト

ヲ

〇
其
状
云、
雷
電、
起
轡一
是、
訓
風
雨
之
助→
鴻
I

露
凌ヒ
竺
只
資
羽
翔
之
用―

ナ
リ

也
（
真
幅
寺
本
将
門
記
・
複
製
本
五
ぺ
）

ェ
ウ

ケ
キ
の

リ

ッ

ス
ト
イ
プ
「ー
ト

If

n
>
に

〇
夭
函
突
入）
之
起
莫四
不＝―-

由二
於
斯―
（
尾
張
国
解
文一
条）

竹
内
理
三
編
『
平
安
遺
文』
古
文
書
編一
し
四
所
収
の
文
書
一
七
九
七
編
に

は、
尾
張
国
解
文
を
も
含
め
て
一
三
編
に
一
六
例
の「
由（
ヨ
ル）」
が
み
え
る。

色
葉
字
類
抄
に
も
「
由
ョ
ル
」
の
訓
が
み
え
る。

依

訂
因
藉
寄
肋
低
由
（
以
下
略）
（
前
田
本
上
ヨ
辞
字）

な
お
「
所
由」
と
い
う
例
が
い
く
つ
か
見
え
る
が、
尾
張
国
解
文
の
加
点
例

よ
り
音
読
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。
「
理
由、
根
拠、
由
来」
等
の
意
味

五

で
あ
る。

〇
但
件
定
頗
無二
所
由一
何
者、
其
由
不＞
論ーー
参
否[

殿
記・
天
疫
七
・
三
・
七、

割
注
の
部
分）

0
右
府
承
＞

之、
以二
説
孝
朝
臣
1

僧
等
参
上
不二
所
由ー、
（
御
堂
関
白
記
・
寛
弘

三
・
七・
一
三）

ッ
て

の

と

に

テ
ニ
ソ

レ
ウ
す

〇
称
所
I

由
差
I

緒
暗
以
冤ー
凌

（
尾
張
国
解
文
八
条）

リ
ヨ
フ
ス

奈
良
•

平
安
初
期
の
「
由
」

皆
計二
入
左
右一
（
九
暦

平
安
時
代
の
記
録
体
に
お
け
る
「
由」
字
の
用
法
を
概
観
し
て
み
た
が、
は

た
し
て
こ
の
よ
う
な
用
法、
特
に
形
式
名
詞
「
由」
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
み
え
る

の
か。
「
由」
の
用
法
の
起
源
を
奈
良
時
代、
平
安
時
代
初
期
の
変
体
漠
文、

記
録
体
の
中
に
求
め
て
い
く
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
ろ
う。
そ
し
て、
中
国
漢

文
に
お
け
る
「
由」
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
う
え
に
も、
変
体
漠
文、
記
録

体
に
お
け
る
「
由」
の
史
的
変
造
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う。

奈
良
時
代
に
お
け
る
変
体
漢
文
の
資
料
と
し
て
古
事
記
に
つ
い
て
調
べ
て
み

た。
そ
の
訓
読
法
い
か
ん
に
つ
い
て
は一
切
考
慮
せ
ず、
漠
文
の
構
造
だ
け
に

注
目
し
て
み
る
と、
「
由」
字
の
用
法
は
次
の
よ
う
で
あ
る。

実
質
名
詞：·
一
例

形
式
名
詞：·
五
例
「
何
由」：•
四
例
「
何
由
以」
…
三

例
「
所
由」：•
四
例

古
事
記
に
お
い
て
す
で
に
形
式
名
詞
の
用
法
が
み
え
る
が、
そ
の
意
味
を
考
え

て
み
る
と、
実
質
名
詞
の
と
同
様
に
「
原
因、
理
由、
由
来」
の
意
味
で
あ
っ

て、
平
安
時
代
の
「
由」
の
大
部
分
を
占
め
る
「
内
容・
趣
旨」
の
意
味
の
も

の
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い。

0
其
父
大
神、
問1一
其
聟
夫一
日、
今
旦
闊一
我
女
之
語
i

云
エ
ニ
年
雖＞
坐、

恒

無＞
歎、

今
夜
為
ユ
今
駅
若
有＞
訓
哉、
亦
到二
此
間一
之
訓
奈
何q
爾
語下
其
大
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神、
価
如中
其
兄
Im

翌
失
鉤一
之
状q
（
大
成
本
上
五
五
オ）

〇
爾
天
照
大
御
神
間
驚
而、
万
炉
我
那
勢
命
之
上
来
訓
者、

必
不二
善
心一

欲＞

奪
哀
国
耳q
（
上一
五
オ）

〇
其
河
謂二
佐
草
河一
訓
者、

於二
其
河
辺ー
山
由
里
草
多
在、

故
取ー一
其
山
由
里

草
之
名一
号二
佐
草
河一
也、
（
割
注

中一
〇
ウ）

「
何
由」
「
何
由
以」
は、
原
因・
理
由
を
問
う
疑
問
詞、
「
所
由」
は
原
因・

理
由
の
意
味
を
も
つ
名
詞
で
あ
る。

奈
良
時
代
の
変
体
漢
文
資
料
と
し
て、
さ
ら
に
『
大
日
本
古
文
書』
所
収
の

正
倉
院
文
書、
竹
内
理
三
編
『
寧
楽
遺
文』
上
中
下
所
収
の
文
書、
風
土
記、

金
石
文
等、
平
安
時
代
初
期
の
資
料
と
し
て、
『
平
安
遺
文』
古
文
書
編一
所

収
の
文
書
（
西
暦
九
0
0
年
ま
で
の
も
の
に
限
っ
た）、

古
語
拾
遺、

日
本
霊

異
記、
東
大
寺
諷
誦
文
稿、
日
本
感
霊
録
を
謁
査
し
た。
（
表
＞）

形
式
名
詞
用
法
は
奈
良
時
代
初
め
よ
り
あ
ら
わ
れ
て
い
る。
こ
こ
で
そ
の
意

味
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と、
古
い
方
の
例
は
原
因、
理
由、
由
来
等
で
あ
っ

て、
古
事
記
と
同
様
で
あ
る。

〇
琢
谷

葦
原
志
許
乎
命
与＿一
天
日
槍
命ー
ニ
神、
相――
奪
此
谷「
故
日二
奪
谷一

旦
其
相
奪
之
訓「
形
如二
曲
葛一
（
播
磨
国
風
土
記
〈
716
頃〉
宍
禾
郡）

〇
爾
時
祖
命
御
子
乗＞
船
而、

率
巡
八
十
嶋一
宇
良
加
志
給
柄、
猶
不＞
止＞
哭

（
大）

之、
十
八
神
夢
願
給、

告
御
子
之
哭
訓
盆玄
爾
願
坐、（
出
雲
国
風
土
記〈
733〉

仁
多
郡）

〇
右
熟
銅、
従＞
国
解
文
所＞
欠、

勘
梱
丘
恥芸
君
長
等
申
云、
（
丹
裏
古
文
書

―
―
六
号
〈
753
頃〉）

0
右
人、

依二
大
臣
禅
師
宣「

自＿一
去
八
月
十
六
旦
始、

令＞
奉二
写
御
願
大
般

若
経｛
其
事
未＞
畢、
今
件
人
疑
云、

顕
ネ＞
参
之
叫「
欲＞
車
送
於
本
司―

者、
（
遥
東
大
寺
司
移
文
案
〈
764〉)

内
容・
趣
旨
を
あ
ら
わ
す
「
由」
は
奈
良
時
代
木
頃
か
ら
ば
つ
ば
つ
あ
ら
わ

れ
て
く
る
よ
う
だ
が、
理
由
の
意
味
と
も
と
れ
る
も
の
も
あ
り、
意
味
の
判
別

が
む
ず
か
し
い。

〇
然
件
船
不＞
知二
彼
来
由一

但
江
川
渡
間
乗二
件
広
国一

因＞
絃
所＞
縛
参
上、

伯
良
其
訓
二
造
石
山
寺
公
文
案
帳
〈
762〉)

〇
然
今
是
経
奉
写
年
井
部
巻
数、
及
請
散
之
訓
具
顕
如＞
件、
（
奉
写
御
執
経
所

等
奉
請
経
継
文
〈
764〉)

〇
右、
被
少
僧
都
宣
云、
去
天
平
十
七
年
為二
御
願一
奉＞
写
千
巻
最
勝
王
経
内、

今
奉＞
請
内
裏｛
若
其
往
々
頒
請、

而
寺
家
不＞
在
者、

其
散
去
之
訓
及
見

在
之
数
勘
注
申
送
者、
（
同
右
〈
764〉)

0
所＞
進
田
壱
伯
町、
従＞
元
零
落、
彼
此
秋
収
不＞
便、
因＞
絃
当二
授＞
田
時「

込
雫
可
1一
相
換
釦
ば
（
越
前
国
使
等
解
〈
766〉)

平
安
時
代
に
人
る
と、
内
容・
趣
旨
の
意
味
の
「
由」
が
多
く
な
る。

〇
牒、
件
田
施
納
尚
久、
（
略）

願
也
子
細
加
検
察一

任＞
図
欲＞
正＞
判
突、

伯
録
愈
訓一
以
襲
国
裁

二鵡
牒、
（
大
和
国
川
原
寺
牒
〈
820〉)

〇
因＞
弦
年
中
修
理、
已
致二
閾
怠「
社
破
之
祟
履
発、
郷
邑
託
宣
之
咎
頻
示、

神
主
等
雖
陳二
此
訓一
国
郡
曽
不二
改
行一
（
太
政
官
符
案
〈
847〉)

0
前
々
寺
所＞
預
三
段
二
百
歩、
被＞
奪
公
田
二
段
也、
披
陳ー一
其
訓「
（
近
江
国

依
智
荘
検
田
帳
〈
859〉)

〇
笈
祖
父
国
益
道
麻
呂
等、
（
略）
共～一
伊
予
別
公
等一
具
注
ぶ
匹
同
宗一
之
叫q

即
十
九
年
七
月
十
日
進
上
之
突、
（
讃
岐
国
司
解
〈
867〉)

「
内
容・
趣
旨」
の
「
由」
は
文
書
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る。
『
寧
楽
遺
文』
に

は
当
時
の
純
漢
文、
変
体
漢
文
の
文
献
が
多
く
収
載
さ
れ
て
い
る
が、
文
書
以

外
に
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い。
こ
の
傾
向
は
平
安
初
期
に
も
引
き
継
が
れ
て
お

り、
変
体
漢
文
（
あ
る
い
は
漢
文
に
和
習
を
含
む
も
の）
で
書
か
れ
た
左
の
よ
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最
後
に 、
記
録
体
に
お
け
る
「
由
」
の
用
法
は
は
た
し
て
中
国
に
お
け
る

「
由」
に
基
盤
を
も
つ
も
の
な
の
か、
そ
の
両
者
の
関
連
に
つ
い
て
考
え
る。

「
内
容
・

趣
旨」
の「
由
」
の
形
式
名
詞
用
法
は

漠

文
に
は
み
え
な
い
と
い
う
の

(8)
 

が
こ
れ
ま
で
の
通
説
と
な
っ
て
い
る。
そ
れ
が
も
し
事
実
だ
と
す
れ
ば 、
こ
の

「
由」
は
い
か
に
し
て
発
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
か。
変
体

漠

文
に
は
「
コ
ト
ノ
ョ

(9)
 

シ
」
「
ヨ
シ
ナ
シ」
と
い
う
語
が
あ
り 、

そ
れ
が
漢
文
に
あ
る「
事
由」
「
無
由」

六
う
な
（
文
書
以
外
の）
文
献
に
も
み
え
な
い。

〇
於
是、
大
地

尉‘
年
[
m ナキ這
聾
記 ナキ

が闘
ぽ
言
汲
其
国‘
御
歳
神、

伍〖 リを
（
嘉
禄
本
古
語
拾
遺 、
平
仮
名
は
原
本
の
ヲ
コ
ト

点）

0
長
男
馬
蓑 、
後
六
日
寅
卯
時 、
同
処
依
泊
也。
当
土
人
等
見＞
之 、
問ー一
来
訓＿

状
知
慇
菱 、
申二
当
国
司→
（
日
本
霊
異
記
下
二
五）

0
不＞
奉
孤＞
仏
写＞
経
者 、
依＞
何
為二
報
徳
之
由→
不二
懸＞
幡
厳
嘉幸
者 、
由＞

何
為
送
恩
之
便→
（
東
太
寺
諷
誦
文
稿
ニ――i
O
行）
（
こ
の
「
由」
は
「
方

法 、
手
段」
の
意）

「
内
容
・
趣
旨」
の
形
式
名
詞
「
由
」
は 、
「
原
因・
理
由」
の
「
由」
が
そ

の
実
質
的
意
味
を
し
だ
い
に
稀
菊
化
さ
せ
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
る
（
こ
の

考
え
の
根
拠
は
次
章
に
お
い
て
論
ず
る）
が 、
文
書
の
変
体

漠

文
の
中
で
発
生

(7)
 

し
た
ら
し
い。
築
島
裕
博
士 、
峰
岸
明
氏
は
変
体
漢
文
資
料
の
分
類
を
試
み
ら

れ
た
が 、
そ
れ
ぞ
れ
に
い
か
な
る
言
語
の
相
迩
が
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い。

た
だ 、
文
書
は
日
常
の
実
用
に
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
り 、
修
辞
よ
り
も
逹
意
を

旨
と
し
た
も
の
だ
か
ら 、
そ
の

漠

文
も
比
較
的
に
和
化
の
進
向
が
早
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う。記

録
体
の
「
由」
と
中
国
文
献
と
の
関
連

と
関
連
が
あ
る
ら
し
い
こ
と
を
思
え
ば 、
や
は
り

形
式
名
詞
「
由
」
の
発
生
に

も
漢
文
と
何
ら
か
の
関
連
の
あ
る
こ
と
を
想
定
す
べ
き
で
は
な
い
か。

こ
こ
で
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典』 、
『
康
煕
字
典』 、
『
中
文
大
辞
典』
等
を

参
照
し
た
が
説
明
内
容
は
大
同
で
あ
る。
大
漢
和
辞
典
の
意
味
項
目
を
筆
者
流

に
整
理
す
る。
（
本
論
に
直
接
関
係
し
な
い
も
の
は
省
略）

動
詞：
白
e
よ
る
（
因、
経 、
式）
＠
行
ふ
（
行）
®
用
ひ
る
（
用）

名
詞：
曰
舎
よ
し
④
い
は
れ
◎
方
法

副
詞：
白
⑮
な
ほ
（
猶）

助
辞：
白
◎
よ
り
・
か
ら
（
自）
®
も
つ
て
（
以）
＠
お
い
て
（
於）

由

旨

理

趣

因

容

原

内

①

②
 

／

／
 

z‘
 
牙由由

法

旨

理
詞
方

趣

罠

芦

、
名

因
式

原
形
手

内

①

②

③
 

所る

て

よ

だて

才は

法方

④

◎

 

I-i-1 国 文 プ下
冬 体

（奈良～平安初）

0名詞
漠

〇動詞（よる） 動詞 動詞

実質名詞・形式名詞

〇その他

（熟語）

文

（平安中～）

形式名詞

0「事由」――••-- 「事由」ー ·--「事由」

0「無由」ー —

0「所由」—

- -「無由」—-- ---- --「無由」

「所由」ー— ---「所由」

0「何由」ー — -「何由」

〇その他 （
そ
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の
他
省
略）

熟
語
：「
事
由」
「
無
由」
「
所
由」
「
何
由」
等

右
を
変
体
漠
文
の
「
由」
と
対
照
さ
せ
よ
う。
（
前
ペ
ー
ジ）

意
味・
用
法
の
微
妙
な
差
異
を
問
わ
な
い
こ
と
に
す
れ
ば、
変
体
漢
文
に
み

え
る
「
由」
字
は、
熟
語
を
も
含
め
て、
漠
文
に
も
同
様
の
も
の
が
み
え
る。

こ
こ
で
そ
の
対
応
い
か
ん
が
問
題
と
な
る
の
は
や
は
り
形
式
名
詞
の
場
合
で
あ

る。
こ
れ
に
対
応
す
る
可
能
性
の
高
い
も
の
と
し
て、
大
漠
和
辞
典
の
⑮
よ
し

の
項
目
が
考
え
ら
れ
る。
用
例
は
次
の
二
例
で
あ
る。

①
い
は
れ。
よ
る
所。
ち
な
み。
〔
白
居
易、

春
生
詩〕
先
遣；―-
和
風
報二
消

息｛
続
教三
蹄
鳥
説
桑
訓
f

◎
方
法。
て
だ
て。
〔
論
語、
子
竿〕
雖＞
欲＞
従＞
之、
末＞
訓
也
巳゚

中
国
文
献
の
語
槃
索
引
は
内
外
よ
り
多
数
刊
行
さ
れ
て
い
る
が、
そ
れ
ら
を
利

用
し
て
筆
者
も
調
査
し
て
み
た。
内
容・
趣
旨
の
意
味
の
「
由」
は
ま
だ
管
見

に
入
ら
な
い
が、
右
の
①
◎
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
例
を
見
い
だ

し
た。

0
仲
尼
日、
知
之
雌
也。
有

1

1

戚
武
仲
之
知
二
皿
不
兵
翌
於
魯
国二
抑
有＞
訓
也。

（
春
秋
左
氏
伝・
襄
公
二
三
年）

0
汲
朗
楽＞
在二
郎
署「
何
武
恥＞
為
1桑
宰
相一
千
載
揆＞
之
知二
其
有
p

訓
也。
（
文

選
四
ニ
・
与
侍
郎
曹
長
思
書）

0
百
祥
奔二
盛
閏
古
先
莫二
〗嗚
儲一
披
陀
金
蝦
鮫

出
見
蓋
有＞
訓。
（
杜
甫．

奉＞
同二
郭
給
事
湯
東
霊
漱
作-)

0
四
胡
不p
帰
良
有＞
訓

美
洒
傾＞
水
怠
記
牛一
（
韓
愈．
劉
生
詩）

右
は
①
「
い
は
れ、
よ
る
所、
ち
な
み」
に
あ
た
る。

〇
然
自
恨
間
劣

雖
恥
竺
其
鑓
絡一
而
従＞
之
末＞
訓
（
文
選
二
五
・
贈
l一
何
劾．

王
朗
詩）

0
秋
之
水
分

将
帰
操）

右
は
◎
「
方
法、
て
だ
て」
に
あ
た
る。

こ
こ
で
日
本
人
の
作
成
し
た
純
漠
文
と
し
て
日
本
害
紀
に
お
け
る
「
由」
字

の
用
例
を
調
査
し
た。
も
し
右
の
①
◎
に
あ
た
る
「
由」
が
用
い
ら
れ
て
い
た

と
す
れ
ば、
当
時
文
章
作
成
に
あ
ず
か
っ
て
い
た
日
本
人
は
中
国
に
お
け
る
こ

の
「
由」
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
な
り、
変
体
漠
文
を
草
す
る
際
に

も
用
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る。

由
ル
：·：·
…·
:
154
（
う
ち、
由
是
105、
由
此
9、
由
斯
3、
由
絃
1
を
含
む）

（
形
式）
名
詞：．
7

そ
の
他
熟
語：．
23
(
事
由
1、
無
由
3、
所
由
9、
何
由
5、
由
来
3、
由

前
1、

自
由
2)

名
詞
の
例
は
七
例
と
も
に
原
因・
理
由
の
意
で
あ
る。

〇
皇
后
見二
其
珠「
既
似
鱈
鳥
皇
女
之
珠「
則
疑
之、
命二
有
司「
推二
問
其
玉

所
得
之
訓一
（
仁
徳
四
0
年）

〇
故
大
后
息
長
足
姫
尊、
与二
大
臣
武
内
宿
禰「
毎＞
国
初
平胆
吾
蜘
会
為
1一
海
表

之
蕃
屏「
其
来
尚
突、
抑
有＞
訓
焉、
縦
削
賜＞
他、
迎二
本
区
域一
（
継
体
六

年）
〇
泄一
年
巻二
月
戊
申
朔
壬
子、
5

翌
坂
田
耳
子
郎
君｛

使二
於
新
羅｛

問――
任

那
滅
訓「
（
欽
明
三
二
年）

さ
て、
形
式
名
詞
「
由」
の
も
う―
つ
の
意
味
（
内
容・
趣
旨）
の
も
の
だ

が、
中
国
文
献
に
例
が
な
い
か
調
べ
た
が、
い
ま
だ
管
見
に
入
ら
な
い。
辞

書、
文
法
書
等
を
も
あ
れ
こ
れ
検
し
た
が
そ
れ
ら
し
い
説
明
は
み
え
な
い。
古

代
中
国
の
現
存
す
る
文
献
の
数
量
は
厖
大
で
あ
り
調
査
し
え
た
文
献
は
そ
の
座

か
な一
部
で
あ
る。
し
か
も
筆
者
は
こ
の
方
面
に
は
全
く
疎
い。
し
た
が
っ
て

其
色
幽
幽

我
将
済
合

不
雀
竺
其
固＿
（
韓
愈・
琴
操
十
首
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臆
断
を
下
す
の
は
躊
躇
さ
れ
る
が、

築
島、

山
口
両
氏
の
指
摘
の
と
お
り
中
国

に
は
こ
の
意
味
の
「

由
」

は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

と
す
る
と、

平
安
時

代
以
降
記
録
体
に
お
い
て
急
増
し
た
こ
の
形
式
名
詞
「

由
」

は
ど
の
よ
う
に
し

て
発
生
し
た
の
か
。

こ
れ
も
臆
況
で
あ
る
が
、

日
本
の
変
体
漠
文
の
内
部
で
原

因、

理
由
等
の
意
味
の
「
由
」

か
ら
兌
生
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
理
由

と
し
て
左
を
指
摘
で
き
る
。

一

原
因、

理
由
の
「
由
」

は
奈
良
時
代
初
頭、

古
事
記
(

712

)

よ
り
み
え
る
。

内
容
・

趣
旨
の
「
由
」

は
奈
良
時
代
末
か
ら
そ
れ
ら
し
き
例
が
み
え
確
例

は
平
安
時
代
よ
り
増
加、

発
生
時
期
が
遅
れ
て
い
る
。

一

内
容
・

趣
旨
の
「

由
」

は
実
質
的
な
意
味
が
全
く
稀
薄
化
し
て
お
り、

原

因
・

理
由
の
意
味
か
ら、

由
来
・

事
情、

事
柄
・

趣
旨、

単
な
る
こ
と、

の
よ
う
に
そ
の
転
成
の
過
程
を
諒
明
で
き
る
。

事
実、

こ
れ
ら
の
中
間
的

な
例
も
あ
る
。

一

平
安
初
期
ま
で
に
お
い
て、

内
容
・

趣
旨
の
「

由
」

は
文
書
に
お
い
て
み

ら
れ、

文
学
作
品
等
に
は
み
え
な
い
が
、

純
漢
文
と
の
距
離
と
い
う
こ
と

を
考
え
れ
ば
文
書
の
方
が
遠
く
和
化
の
度
合
が
強
か
っ
た
わ
け
で
、

そ
の

「
由
」

が
日
本
的
な
こ
と
を
示
唆
す
る
。

-

「
よ
し
」

の
仮
名
書
き
例
を
み
る
と、

万
葉
集
等
上
代
の
資
料
に
は
「

理

由、

わ
け、

由
来、

い
わ
れ
」

等
の
意
味
は
み
え
る
が
、
「

趣
旨、

こ
と
」

等
は
平
安
時
代
以
降
の
出
視
で
あ
る
。
（
時
代
別
国
語
大
辞
典
上

代

編、

日
本
国
語
大
辞
典
等
参
照
）

-

「
由
」

字
と
「
ヨ
シ
」

の
訓
と
の
結
び
つ
き
は
「

由
」

字
が
「

原
因
・

理

由、

手
段
・

方
法
等
」

の
意
味
を
も
ち、

日
本
語
の
「
よ
し
」

も
本
来
そ

の
意
味
を
も
っ
て
い
た
か
ら
成
立
し
た
も
の
で
、

後
「

よ
し
」

に
内
容
・

趣
旨
の
意
味
が
生
じ
て
「
出
」

字
も
そ
の
表
記
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ

形
式
名
詞
「

由
」

の
意
味
・

用
法
の
分
析
と
発
生
の
経
緯
と
に
つ
い
て
考
察

を
試
み
た
。
「

内
容
・

趣
旨
」

の

「

由
」

は
奈
良
時
代
末
よ
り
例
が
あ
ら
わ
れ

て
き
た
も
の
だ
が、

さ
て
そ
れ
が
な
ぜ
平
安
時
代
以
降
用
例
を
増
大
さ
せ
て
き

た
の
か、

大
き
な
問
題
が
残
る
。

記
録
体
に
は
「
由
」

に
限
ら
ず、
「
事
」
「
旨
」

「
条」
「
状
」
「

間
」
「
程
」
「
処
」
「
上
」

等、

数
多
く
の
形
式
名
詞
が
用
い
ら
れ

―

つ
の
文
体
的
特
徴
を
な
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
が
一

体
い
か
な
る
機
能
を
は
た

し
て
い
る
の
か
。

ま
た
そ
の
機
能
ゆ
え
に
中
国
文
に
な
い
独
自
の
用
法
を
発
逹

さ
せ
多
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う。

こ
れ
ら
の
問
題
は
今
後
の
課
題
に
し

て、

ひ
と
ま
ず
筆
を
お
く。

(
1
)

記
録
体、

変
体
漢
文
と
い
う
術
語
は
峰
岸
明
氏
の
規
定
に
し
た
が
っ
た。
『
麟
麟

日
本
語
10
文
体
』

所
収
「
記
録
体」
一

六
六
ぺ
、

『
国
語
学
大
辞
典
』
の
「
記
録

体」
「
変
体
漢
文」

の
項
（
い
ず
れ
も
峰
岸
氏
執
筆）、

等
を
参
照。

(
2
)

主
な
研
究
と
し
て
左
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る。

築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
洸
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
（
昭
相
三
八）

佐
藤
喜
代
治
『
日
本
文
章
史
の
研
究
』
（
昭
和
四
一
）

峰
岸
明
「
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
変
体
漠
文
の
影
善
に
つ
い
て
ー
ー
『
間
』
の
用

法
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー」
（
『
国
語
学
』
三
六、

昭
和
三
四
ー
三
）

山
口
佳
紀
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
基
調
に
つ
い
て
ー
ー
『
由
（
ヨ
シ
）
』
の
用
法
を

通
し
て
ー
ー」
（
『
国
語
学
』

六
七、

昭
和
四
一

ー
―
二
）

青
木
孝
「
吾
妻
鏡
に
見
え
る
『
慮
（
処）
・

所
（
斬）
』

両
字
の
使
い
分
け
に
つ
い

今
後
の
課
顆

ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
中
国
の
「

由
」

字
に
は
内
容、

趣
旨
の
意
味
は
も
た
な

い
か
ら、

変
体
漢
文
に
お
い
て
最
初
か
ら
そ
の
意
味
で
「
由
」

字
が
使
わ

れ
た
は
ず
は
な
い
。
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て
ー
接
続
助
詞
的
に
用
い
ら
れ
た
「
底
」

字
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
青
山
学
院
女

子
短
大
紀
要
』

二
八、

昭
和
四
九
l
-
―
)

小
山
登
久
「
公
家
日
記
に
見
え
る

『
所
（
処）
』

字
の
用
法
に
つ
い
て
1'
平
安
時

代
の
資
料
を
対
象
に
1
」
(
『
国
語
国
文
』

四
六
ー
四、

昭
和
五
ニ
ー
四）

と
こ

ろ

小
山
登
久
「
公
家
日
記
に
見
え
る
「
所
（
処）
」

字
の
用
法
に
つ
い
て
（
続）」
（
『
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
紀
要
（
国
語
国
文）
』

ニ
ー
一
、

昭
和
五
三
ー
三
）

(
3
)

(
2
)

文
献。

(
4
)

真
福
寺
蔵
の
正
中
二
年
(
-

三
二
五
）

加
息
本
に
よ
る。

こ
の
似
本
に
は
讃
の

仮
名、

返
点、

辿
字
符、

朱
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る。

挙
例
に
あ
た
っ
て
原
本
の
仮

名
は
片
仮
名
で、

ヲ
コ
ト
点
は
平
仮
名
で
示
す。

(

5

)

将
門
記
は
哀
福
寺
本
（
承
徳
三
年
〈
一

0
九
七
〉

加
点）

と
楊
守
敬
旧
蔵
本
（
院

政
初
期
加
点）

と
を
調
査
し
た
が、

本
文
大
同
の
場
合、

楊
本
の
方
が
加
点
が
詳

細
な
の
で、

挙
例
の
際
に
は
こ
ち
ら
を
優
先
し
た。

(

6

)

「
事
由
」

は
「
事
ノ
由
」

と
加
点
さ
れ、
「
事
之
由
」

と
い
う
表
記
例
（
小
右
記

天
元
五
年
正
月
一

三
日
ほ
か
）

も
あ
る
の
で、

音
祉
で
な
く
「
コ
ト
ノ
ヨ
シ
」

と

訓
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。

(

7

)

築
島
裕
博
士
前
掲
書。

蜂
芹
明
氏
「
記
録
休
」
（
前
掲）。

(

8

)

前
掲
築
島
・

山
口
両
氏
文
献。

(

9

)

山
口
佳
紀
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て、
「
H
本
語
の

『
コ
ト
ノ
ヨ
シ
』

は
あ
る

い
は
『
事
由
』

の
直
訳
に
よ
っ
て
牛
じ
た
語
か
も
知
れ
な
い
。
」、

ま
た
「
無
由
」

に
つ
い
て
は
「
意
味
的
に
云
っ
て、

『
今
昔
物
語
集
』

の
「
由
元
シ
」

と
結
び
付

け
る
の
は
余
り
適
当
と
は
息
え
な
い
。

と
述
べ

ら
れ
た。

し
か
し、

変
体
漢
文
の

「
無
由
」

は、

仮
に
日
本
的
変
容
に
伴
う
意
味
・

川
法
の
差
異
が
生
じ
て
い
た
と

し
て
も、

も
と
は
淡
文
の
「
無
由
」

に
あ
る
わ
け
だ
か
ら、

両
者
の
結
び
付
き
を

想
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

〔
使
用
テ
キ
ス
ト〕

謁
査
文
献
は
次
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
る。

三
代
御
記
・

権
記
・

水
左
記
・

台
記、

以
上
『
加
史
料
大
成
』。

貞
倍
公
記
・

九
暦
·

小
右
記
・

御
堂
関
白
記
・

後
二
条
師
通
記、

以
上
『
大
日
本
古

記
録
』。

正
倉
院
文
書、
『
大
日
本
古
文
書
』
一

ー
ニ
五
。

『
寧
楽
遺
文
』

上
中
下。

『
平
安
遺
文
』

古
文
害
編
―

二
三
四。

真
福
寺
本
将
門
記、

古
典
保
存
会
複
製
本。

楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記、

貴
重
古
典
斜
刊
行
会
複
製
本。

真
福
寺
本
尾
張
国
解
文、

名
古
屋
温
故
会
複
製
本。

和
泉
往
来、
『
日
本
教
科
書
大
系
』

往
来
編
二
。

麻
山
寺
本
古
往
来、
『
高
山
寺
本
古
往
来
表
白
集
』。

古
事
記、
『
古
事
記
大
成
』。

古
語
拾
遺
（
嘉
禄
元
年
写
加
点
本）、

貴
重
図
書
複
製
会
複
製
本。

日
本
霊
異
記、
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』。
『
説
話
の
語
文
日

本
霊
異
記
漢
字
索
引
』

を
参
考
に
し
た。

東
大
寺
諷
誦
文
稿、
『
勉
誠
社
文
庫
』。

日
本
感
霊
録、
『
阪
本
竜
門
文
庫
覆
製
叢
刊
』。

日
本
害
紀、
『
麟
鱈
国
史
大
系
』。
『
日
本
害
記
総
索
引
』

参
照。

色
梨
字
類
抄、
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』。
『
色
葉
字
類
抄
漢
字
索
引
』

参
照。

111
国
文
献
の
謁
査
に
は
左
の
索
引
類
を
参
照
し
た。

な
お
注
釈
害
の
類
を
つ
と
め
て

参
照
し
て
謁
査
の
誤
り
の
な
い
よ
う
努
力
し
た。

『
四
書
索
引
』。

『
五
経
索
引
』。

『
文
選
索
引
』。

『
孫
子
索
引
』。

『
十
三
経
索
引
』。

『
大
城
礼
索
引
』。
『
列
子
索
引
』。
『
世
説
新
語
索
引
』。

『
楚
辞
索
引
』。

『
陶
淵
明
詩

文
綜
合
索
引
』。
『
玉
台
新
詠
索
引
』。
『
李
白
歌
詩
索
引
』。
『
王
絣
峙
索
引
』。
『
張
窮

歌
峙
索
引
』。
『
温
庭
約
歌
詩
索
引
』。
『
韓
愈
歌
時
索
引
』。
『
漢
詩
大
系
』。
『
尚
害
通
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検
』。
『
か
応
物
時
注
引
得
』
・
『
管
子
引
得
』（
巾
文
研
究
貧
料
中
心
研
究
資
料
叢
苔）
。

『
文
心
離
龍
新
書
通
検
』
（
中
法
漠
学
研
究
所
通
検
叢
刊、

他
一

四
編
も
調
査
）。

『
毛
詩
引
得
』
・
『
周
易
引
得
』
・
『
春
秋
経
伝
引
得
』
・
『
杜
詩
引
得
』
・
『
論
語
引
得
』
．

『
盆
子
引
得
』
・
『
溺
雅
引
得
』
・
『
荘
子
引
得
』
・
『
堪
子
引
得
』
・
『
荀
子
引
得
』
・
『
孝

経
引
得
』
（
恰
仏
燕
京
学
社
引
得
）。
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表 I

_＿＿_ - ·— • ＾ - .＿．，_ー-------·-- -- ---—← → .. .•ーーー・—- —•---
九 暦克冒誓九暦殿記、

1

201 21123]． I 171 1 1 e『)
249

ロ／］鰐汀註喜贔□ 1 -519 1 538 i/[----
3
.---

1 600

鰐亨譴闊鳳虞 4 1 3ここ］
―ー

34' ―。I- ／『)1 -:�-御堂閲白記
―--.―• 一.!-....—―-l---•' -.ll—- -- •一

権 記 I 1凰皐汀闘古闊 15 1 684 699 1 102 1 3 1 り
ー I

.8;

（注1) 将門記は真福寺本の数羅。（ ）内は楊守敬旧蔵本。 次表も同様，

（注2) 動詞（ ）内は「所由」の例数
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’一モ― ’ 二I=I :1-LT9^ l • 

-，．ー．」．， ．， ． 
多 2 

醍 醐 22 

4寸 上 95 

貞 信 61 

九 暦 155 

小 右 414 

徊 ‘二‘9Eei99 •• 269 

権 記 554 

水 左 272 

"包''： 263 

台 記 219 

将 門 10(8) 

尾 張 2 

和 7！勺
j<. ゜

高 山 21 

（計） 2359 

国ヽLンヽ

表 II

・丸［見

゜

1 

3 

2 

11 

5 

1 

11 

13 

1 

20 

2(0) 

4 

゜

2 

76 

旧しあ
＾

J( ． 
・．全芦11→· 

゜

2 

13 

1 

16 

31 

4 

13 

24 

2 

31 

6(4) 

1 

゜

゜

144 

- 40 -→ 

恨 ・法令 その他 計

゜ 2 4 

゜ 5 30 

゜ 19 130 

゜ 7 71 

3 26 211 

3 66 519 

゜ 54 328 

， 97 684 

7 83 399 

2 34 302 

4 49 323 

0(0) 10(9) 28(21) 

1 1 ， 

゜ ゜ ゜

1 4 28 

30 457 3066 



禾[l

高

（計

表 III

申 仰 泰 告 承
聞 1:1 答 1: 啓

そI延べ異なり

畠総数l敬語総数1敬語

多 1 。

。

11

II 
。 I, 11I 。

l
I

。 1
I

。 !
i

。
l
1

_ 

0

。11 
1 

0I| 。 1| 1| 
|

2 I 2 2 I 2 

醐

上
1 

1 1 4 
I 
I 3 I 1 

I I 
, 1 -I | l

I 
0 -! ! I 0- I I 」

1

0
! 

! 
' 

i 
' 

1- i [ 3
i 

| 2-2 - 1 1 9 -
I 

8 1 
I 

5 

351 | 34
1 1 I 2| 1 1i 1 

I 
o1 i 1 41 | ioi | , o

i 

j | oi 
I 

191 951 
I 

87 I 231 16 

仁 I 141 141 13
I 
1 り

l

゜

I

I 
°

I

I 
°'[ 。

|I 121 611 49 I 141 9 

石10311081 nl 141 71 51 l� 11 91 sf 7814141 360 I 521 34 

立 I 781 871 461 21 4
I 

1 si 2J ゜i 171 41 2412691 253 I 231 17 

記 I 1541 180
I 

1 641 1 22\ 1 91 41 | 10 \
|

叫, 。I 91 I 10015541 486 I 591 

I 
41 

左871 44 171 1, 41 151 41 251 11 21 591 2721 192 I 431 26 

3112631 243 I
I 

251 
I 

19 

C 4
4
)1 1 (8

10

)1 !I 
4 

(3)1 (5
6 
)1 

3 
(2) 

゜
i
| 2

1 
121 0 12

1 
1 0 

泉 0 01 。1 。1 。1 。 叶i, __
0 

o
[ l 
| 0 

] 。

1

1 。 1 。1 。 I 。1 。

山 1 11 11 。 I 。
,1 i 11 21 14 1 12 10 

) 1713163512561 811 701 50 1 381 341 311 271424123591(8�
0翫 1401(68．盃

（注l) 「申請」「仰知」「謝奏」等， 複合動詞と見られるものもー語として上表に含めた。 次表同様。
（注2) 「有申」「蒙仰事」「有其聞」 等の語句は， 「申」 「仰」「聞」の動詞の一表現とした。
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表 IV

ヽ
ノ

4

-

17

%゚ー

ー一

⑱

4
-

l
 
2
 

．

 

ヽ
ー
ノ

4

6
lo
 

5
0
 

2
3
 
．
 
7
 
，

 

（
 

�

 

4

36
 
2
 

4

2，2
 

2

0

 

5
 

0
-

8

1

4

-

ー

0

9

 

ー

1
-

96

0

2

 

3

 

ー

l

)

 

ー

十
ii•l"
 

高

（
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I 

表 V-1

- 形式名 詞
文 献年代 疇 動詞

1

名詞理由・内容・ 事由 無由 1 その他（所由） ！ 
由来 1趣旨

古翡記 I 712 --- 5 | o o o |
1 

0(4) I何由 4
阿由以3

I 

播磨国風土記 716頃 0 1 1 。 1 。 。 ロ

ー

（［廿比3)i

―

---：_
＿

_I. I I I -- -----------—-- -, -＇ ----- -•ー！――→___ v ___一

常陸国風土n己 I 721頃 。 。 1 。 I 。 I 。 4（由晶）1 。
「 [-------I―-----1

出雲国風土記 733 I o I 1 I o I o I 1 
I 

o I o 
i ---------.l.-----

1 
--- - --- -- -- ． -

肥前国風土記 732~40頃I O I 2 I 。 。 1 。 。 I 0 
- - -.- -＿_ 1 - -- I •-------

753以降仏足石記 。 。 1 。 。 。(761以降） I 

I 
1 （由其）l 0 

- -- -1 ―- ＇ -·, ---- ---
大安寺碑 775 口I ° 

1 
。 I 。 。 I2（由是 1)1 。

I- --＿＿丁―-9 _ ＿＇-----•一
聖武天皇勅旨写経 734 I o 

I 

御願文 I 
o 

I 
o 

l 
o l o 1 1（由是） 0 

ヒ—-- -- ---^i---―---
I 

目代国造豊足解裏 739 I O I 1 I O I O I O I O I O 
-- - --―

|
―--- 1_― ― --L----書

丹裏古文書116号 753 ? I o I 1 I o 
I 

o I o I o I o 
ー ・

大肘大典録第十奥 755 0 | l : 書
0 I O i〇 o I 1（由是）1I V I I ― | 

-—------l--- ， ―
i

ー··- ······--

碍大浦啓 I 758 I o I 1 I o I 。 。 。 | （） 

坤宮後坐三尾隅足
_＿＿＿�-------J- - -—�-!-�-

博生貢進啓 758 I o I o I 。 I 1 I O I O I 0 
/ i I I , ' --- ：.-------

丸部足人解 760 /[。
1 
。

! 
。 。 I 1（由此）1 。

-- ＇- , ――--―i 

I 762 I o I 1 I o I 1 I o I
I I I -----! --

造石山院所公文案 762 I o I 2 I 。 。 。 。 。
I 

造石山寺公文案帳
-
i 
----

（三通） 762 I o I 3 I 1 I 。 。 I 1 I 0 

- 43 -



表 V-1（承前）

I 
I 

文 献
1

年 代喜旦団：口
玉

:
名

内：． 事由 佃由
囮

［所由，lその他
- _＿ 由来三B旨 ＿一•---

喜
師名道贔•生貢進 i 762 1 。 I 1 1 。 I 。 I 。 I 。 i 。

岡田入米検使解 I 

|ー-- -- -----.→---― 
762 I 。 I 1 I 1 I O I O I 。

l,��1 �
2

J. oJ --�--l_j_�j __ a_J_�
o 
_ __ l 。

心東大『司移文案| 764 I 。 I 4 I 。 。 。 i 。 1 。

-- i-----[ 1 --- •J
奉写御執径所勺奉 I 764 I 。 I 1 I 1 I O I O I 

J---］---

請経継文 1 ! 0 i O I 0 
- -·-- ---/ ---」- - | __L＿J·—---· ー！ ―-゜一
越前国足羽郡大領
生江臣東人解 766 I 。 I 1 I 。 1 。 。 。 I 。

＼ 

I O I O I O I 解文断片 771頃？ 0 9 0 0 01 ° 1 （由比）1 。

雑経本勘検注文案 ？ 01 o I 01 01 o/ o 根 由2

（口H) I 1 I 26 I 5 I 2 I 1 I (晶 6)Iい言
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表 V-2

喜冒
形式名詞

事 由 1| 無 由 勁（所 由
副
） I その他文 献 年 代

迎
由

来由
・

1趣内容旨 ・

古語拾遺 8071 01 1 \ 0 。 I 。 。

日木霊異記
I I 822頃 1 I} 胃腐sl o I o I 7 I 14(

日本舷霊録 847以降1 。 0 1 0 1 0 I 1
I 

1 1 

3（山（

最澄牒状 I I 805 I 。 。 。 。 I 。 。

大和国川原寺牒 I 820 I 。 。 I 1 I O I 。 。

観
案

心寺縁起実録帳 I 837 1 0 1 0 
I 

o I o I I o I 1 

阿波国牒 844 I 。 。 。

太政官符案 847 I o I o I 1 

尾張国符案 I 847 I 。 ， | | 0 

I I 

I ゜

1 

1 神祇官移案 850 I 0 
1 • / o 

1 大宰府牒 I 
I 

853 ! 

I 
o 

円珍牒- -（-五通） 853 I 。 。 II 
゜

叫台州懸牒 I 853 I 。 。 II 0 

闊 IiiI尚苫省司門過 I 855 I o I 。 1 。

円珍牒（三通） I 858 I 。 。 1 。
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2
8
1
1
 

付

〇

由
由
由
由

ぁし

何
行
因
元

の

O

O

O

O

O

そ

申

ー

礼御

ーヽノ3
 

ヽ
ノ

詞
）

1

v

(

8
由

つ

3
国

由

0

0

0

0

1

0

0

所

あらャ‘

動
（

ー

カな

甘

4

0

0

0

0

0

0

2

在

ー

無

末゚こ

由

0

0

0

0

0

0

0

5

fっっ

事

＇

 

ノヽ

．

ま

lJ
 

4

月

詞

容
旨

ー

1

0

1

0

0

2

9

た

承

を高

（

名

阿
隣

―

|
�
I-

|
）
）

教

2

由
段

〇

〇

理
手

御

―

式
．

段

＞

由
来

〇

〇

ー

手
-

0

形

(
-

(
（

'

理
由

ー
＿

4
3

きだ

|
|＇-

―
 

こf‘
 

質
詞

0

0

0

0

0

0

1

し

-

）

読

表

実
名

―

-

|
ー
|

学

―

―

代

，

7
＿

7

8
-

1

O

語

御

5

6

6

6

7

0

本

こ

8

8

8

8
-

8

9

ー生

日

一

程

年

一

課

先

一

一

明阜

士

田

牒

資

）

博

刷

起

計

院

を
。

（

学

稿
る

献

検

荘

荘

家

縁

草
げ

大学

智

解

王

式

藍

写

大

）

-
I

伽

符

号

依

司

親

―

国

国

内

一

木
一

寺

官
一

波

記

文

江

岐

子

―

オ
i

祥
帳

政

筑

付

近
帳

讃

高
案
一

禅
一

安
財

太

（

（
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